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増 えてい るのに、見 えな くなった フ ランスの貧 困女性 た ち

カ ト リ ー ヌ ・シ モ ン

「肩 に は太 くて短 い根 棒 、 口には短 い

パ イ プ、 一人 の男 が村 を去 って い く。 足

元 には一 匹 の犬。 女 た ちは作 業 に気 を と

られ 、彼 に 関心 を向 け る もの もの な どい

ない。1人 の女 が キ ビを挽 いて い る。 そ

ば で別 の女 が畑 を耕 す。3人 目の女 は束

ね た瓢箪:を頭 にのせ て運 ぶ。 最 後 の4人

目の女 は、綿 を紡 ぐ。 この情 景 は大 きな

四角 の布 にプ リン トされた ものだ。 ハ ワ

は 、そ れ を時折 眺 め る。 彼 女 は、 この布

をモ ン トル イユ にあ るアパ ル トマ ンのサ

ロ ンの壁 、巡礼 地 メ ッカ のい くっ か の写

真 の 隣 にか けてい る。 西 ア フ リカの村 の

あ る風 景。 チ ャター便 が飛 ぶ 以前 の一 つ

の村 、 フ ラシス がま だ外 国 の労働 力 を必

要 と してい た頃 の こ とだ。 パ イ プ を加 え

て歩 く男 以外 、男 た ち の姿 は見 え ない。」

こ う した、書 き出 しで始 ま るル ポ ター ジ

ュが、ル ・モ ン ド紙 に載 った の は、11年

前 の こ とだ。 ル ポル ター ジュ の タイ トル

は 、「サ ン ・パ ピエ た ち(滞 在 許 可証 を も

た な い人び と)の 見 え ない 闇」。このル ポ

ル ター ジ ュは 、滞在 許 可証 が ない ま ま入

国 したア フ リカ女性 た ちの来歴 を語 って

い る。 す なわ ち、合 法 的 に、 たい てい は

観 光 ビザ で入 国 し、不 法 に フラ ンス に滞

在 し、新 しい 生活一 マ リ、セネ ガル あ る

い は ギアナ に残 して きた生 活 よ りず っ と

よい生 活一 を築 こ うとす る女 た ちの。

この記事 が1997年2月 に掲 載 され て

以 来 、多 くの こ とが変 化 した。 ア フ リカ

の村 に は男た ちはい な くな り、女 た ちが

働 い た。 パ リ東 北 の郊 外 、モ ン トル イ ユ

のサ ロンの壁 にか け られ た 四角 の布 に描

かれ たア フ リカの村 。 この村 は いま で も

まだ なお存 在す る。 た しか に。 い くつ か

の違 い を除 けば。 まず 、ア フ リカの 女た

ちの 多 くもまた いな くなっ た一 男 た ちの

よ うに。今 日で は、世 界 で移 民 の二 人 に

一人 は女 で あ る。彼 女 た ちは、 一人 で移

住 して来 る。 自立 して 、家族 を再結 集 し

よ うと計 画す る こ ともな く。 こ うした女

性移 民 の割合 は増 加 してい る。 も う一 っ

の重 大 な違 い は、 あれ 以来 多 くの ア フ リ

カ人 は、正 式 の ビザ の 取得 が不 可能 にな

った こ とだ。 家 を去 り、 ヨー ロ ッパ に辿

り着 くこ とが で き るた め の ビザが。 だか

ら、彼 らは 出発 す る… ビザ も もた ず 、 ど

ん どん危 険 にな るル ー トを辿 って 。 その

結 果 、何 千 とい う出稼 ぎ労働者 の死 体が

地 中海 の奥 まっ た場所 、 ジ ブ ラル タル海

峡 とシチ リアの水 域 で眠 ってい る。彼 ら

が乗 っ て きた破 船 して しまった小 船 の 中

で息 絶 えて。 ま た、他 の数 千人 は 、無事

に到 着す る前 に、サハ ラ砂漠 で 乾 き と飢

え と疲れ で死 ん で しま う。1990年 に始 ま

った ヨー ロ ッパ 国境 の 閉鎖 は、今 目では

よ く知 られ てい るこ とだ。 だ が逆 に 、安

価 な労働 力 の需 要 は変 わ ってい な い一 と

くに、農 業 、林 業 、サ ー ヴィス部 門 で の。

しか も他 と同 じよ うに、 ア フ リカ で も、

経 済的 、政治 的 、安 全 上 の理 由か ら、人 々

が国 を去 りたい と望 ん だ り、 その 必要 に

迫 られ た りす る状況 もま た な くなっ ては
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い ない。

1997年 に私 が 出会 っ たサ ン・パ ピエ と

この冬 にイ ンタ ビュー した サ ン ・パ ピエ

た ち を比 べ る と、状 況 は確 実 に悪 くな っ

て い る。 加 えて 、現在 の経 済危機 で 、 ま

さに危 機 の始 ま りで しかな いが 、一 層状

況悪 化 の 恐れ が生 まれ て い る。 昨 年11

月 の終 わ りにi、 私 が 話 を 聞い た女 た ち、

彼 女 た ちは 、 フラ ンス語 でSDF(不 定

住 者)と 呼 ばれ る人 々、す なわ ち定 ま っ

た住居 の な い人 々だ った。 仕 事 もな くあ

るい は家 賃 を払 う十分 な収 入 もない 女た

ち。彼 女 た ちの 中に ア フ リカ女性 た ち は

い る。ア フ リカ女性 た ちだけ では ない が。

今 年1月 に 出 た 国 立 人 口 問 題 研 究 所

(INED)の 調査 に よれ ばii、ア フ リカ の

南 サハ ラか らフ ラ ンス に来 る移 民 の割 合

は、10年 で確 実 に増加 してい る。1994

年 か ら2004年 の 間 に、入 国登録 者数 は、

10%か ら17%に 上 って い る。 しか も、調

査者 た ちの言葉 を引用 す る と、 「移 民 は、

ヨー ロ ッパ の他 の 地域 やマ グ レブ か ら来

る流 れ に よ り、 さ らに大 き く増加 してい

る。」ま た、ア フ リカか らの移民 にっ いて

非 常 に歪 め られ たイ メー ジが もたれ てい

るので 、次 の こ とは知 って お かね ば な ら

な い。 大多数 のア フ リカか らの移 民 はア

フ リカ に とどまっ たま まで あ る とい う事

実 が重 要 なのだ とい うこ とを。

私 が 、か つて の あ るいは今 の滞 在 許 可

証 のな いア フ リカ女性 につ いて語 る とき、

それ は 、彼 女 た ち の数 が特別 多 いか らだ

けで は ない。彼 女 た ち が問題 を起 こ して

い るか らで もな い。彼 女 た ちは数 の 上 で

はむ しろ ヨー ロ ッパ女 性や マ グ レブ 女性

た ち よ り少 ない。彼 女 た ち は他 の地域 か

らの移 民 よ りよ り多 くの 問題 を もた ら し

てい るわ け で もない。 私 がア フ リカ 女性

につ いて語 るの は、 フ ラ ンス の土 地 で、

貧 困状 態 に あ る、 あ るい は不 安定 な状 態

に ある女 た ちの 中で 、彼女 た ち が最 も極

貧 で あ り、最 も傷つ い て い るか らで あ る。

社 会 福 祉 緊 急 医療 救 助 サ ー ヴ ィス 監

視 委員 会 の最近 の推 計 に よれ ば、 緊急 宿

泊 セ ン ター に収 容 され た女 た ち の中 で、

半 数以 上 が外 国人 で、 フラ ンス人 は半 数

以 下 の状況 にあ った。 入 国許 可証 の ない

女 た ちにつ い ては 、収容 され た外 国人 の

約15%で あ る。女 で、 しか も外 国人 であ

る こ とか ら、 ジ ャー ナ リス トの ヴェ ロニ

ック ・ムー ジ ャ ンが呼 ぶ ところの 「二 重

の 苦痛 」 を受 け るのは彼 女 た ちで あ る。

彼 女 は、5年 前 に書 い た 『過 酷 な状 況 に

置 かれ た女 た ち』iiiとい うタ イ トル の 本

の 中で 、そ の頃 、彼 女 は収容 施設 でボ ラ

ンテ ィア として働 い て いた の だが 、そ の

中で、 た ちま ちに路 上 生活者 にな って し

ま った不 安 定雇用 の 女性 、失 業 女性 、 暴

力 を受 けた 女性 た ちの非 常 に厳 しい 生活

を描 写 し、「私 た ちは、彼 女 た ちを見 るこ

とな く、彼 女 た ち とす れ違 う。なぜ な ら、

多 くの人 々 は、彼 女 た ちの 困難 な状 況 に

罪 悪感 を感 じ、気 づ か ぬふ りをす るか ら

だ」と書 い て い る。今 日、フラ ンスで は 、

公 式 の貧 困 ライ ンは 月880ユ ー ロ とされ

る。 これ は 、最低 賃 金(SMIC)満 額 の

85%で あ る。「女 た ちは 、たい てい は子 ど

も を抱 えて、 この ライ ンに最 も近 い か ら

で ある。 彼 女 た ちは男 た ち よ りず っ と多

くがパ ー ト ・タイ ム雇 用 に就 くか らで あ

り、カ ップル が別 れ た とき、子 ど もを引

き取 るの は、彼 女 た ちで あ るか らだ。」私

が 上記 に 引用 した のは 、 日刊紙 パ リジ ャ

ンに載 った 、経済 学者 ドゥニ ス ・ク レー
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ル へ の イ ンタ ヴュー で あ る。 このイ ンタ

ヴュー は、彼 の 著作 『貧 困 労働者 の フ ラ

ンス』i・が 出版 され た 際 の9月 に行 われ

た。

11年 前 にル ・モ ン ド紙 に載 った 最初

に引用 したル ポル ター ジ ュ以来 、多 くの

こ とが変 わっ た。現 在 の フ ランス が経 験

してい る状 況 は、貧 困は も はや 「あ の不

可 触賎 民 」の 占有物 で は ない とい うこ と。

あ えて言 え ば、現 代 の不可 触 賎民 は 、社

会 階層 の 「下 の下 」 にい る非 正規 の移 民

た ち、失 業者 た ち、女 た ち なの であ る。

今 目、 中間階級 もま た不安 定 な状 況 に さ

ら され てい る。 新 聞雑 誌 、 と くにル ・モ

ン ド紙や 週刊 誌 のル ・モ ン ド2は 、 キ ャ

ン ピング ・トレー ラーや モ ー ビル ・トレ

ー ラー に住 ま ざ るを得 ない貧 困状態 にあ

るサ ラ リー マ ンにつ い ての い くつ かのル

ポル ター ジ ュを載 せ て い る。 また 、少 し

ひ どい表 現 だ と思 うが 、一 人親 家庭 一一

人 の親 だ けで作 る家庭 を指 す 、 ほ とん ど

は母 親 と子 どもか ら成 る、い いか えれ ば 、

男 の い ない家庭 一、これ ら一人 親家 庭 は 、

括 弧 の付 き の 「普 通 の」家 庭 よ りは る か

に不安 定 にお びや か され てい る。加 えて 、

次 の こ とを指 摘 して お くの は興 味深 い。

国立 統計 経済研 究 所(INSEE)の 一人 親

家庭 につ い ての最 初 の調 査 が、約1年 前 、

正確 には2008年6月 に公 表 され た。 そ

こで明 らか に なった の は、2005年 、フラ

ンスで は、 一人家 庭 の母親 を見 る と、 二

人 に一人 しか フル タイ ムで働 い てい な い

こ とだ。

おそ ら くさ らに驚 くべ きかっ 心配 な こ

とは、 一戸建 ての住 宅 地域 の 中 に、っ ま

りホ ワイ ト ・カ ラー や 中 間管理職 の住 む

地域 に も貧 困 と不安 定 が及 びつ つ あ るの

が見 られ る こ とだ。 ル ・モ ン ドに載 った

ミシェル ・デル ベ ル グ のル ポル ター ジ ュ

が明 らかに したの は・、パ リ地 域 の南 部 、

エ ソンヌ 県サ ヴィニ=シ ュー ル=オ ル ジ

ュで 、社 会福祉 食 料 品店 を頻 繁 に訪 れ る

「新 しい貧 困層」 の数 が どん どん増 えて

い る こ とで あ る。2008年 、店 を訪 れ る頻

度 は、2007年 と同 じく20%増 だ。「.どん

どん増 え る」と言 うとき、「女 性 が増 えて

い る」と私 は言 うべ き だ ろ う。なぜ な ら、

こ こで もまた 、一人 で 子 どもを抱 え た女

た ち が最 も危 険に さ らされ て い るか らだ。

た い てい 、貧 困は離 婚 か夫 の失 業 と とも

にや って来 る。 実 際 、多 くの場 合 、女 た

ち、 ホ ワイ ト ・カ ラー や 管理職 の妻 た ち

自身 は、「全 く働 い た こ とがな い」の で あ

る。 サ ヴィニ=シ ュール=オ ル ジ ュの社

会 福祉 食料 品店 の店長 はそ の よ うにル ・

モ ン ド紙 の レポー ター に説 明 してい る。

現在 の経 済危機 と、 それ に伴 う大量解 雇

の波 に よって、 こ うした深刻 な状況 はま

す ます拡 大 の方 向 に向 か ってい る。

最 後 に、 な にが大 き く変 わ った の か。

この点 を取 り上 げ て終 わ りに した い。 そ

れ は、 こ うした傷つ い た人 々 に 向け られ

るま な ざ し、 よ り全 般 的 には 、危機 へ の

まな ざ しであ る。危 機 が爆発 す る前 で さ

え、 さま ざま な調査 は行 われ てい た。 そ

れ らの調査 は 、 「担保 の ない人 々」、つ ま

り「なに も もたな い」人 々一 住居 がな い、

滞 在許 可証 が ない 、仕 事 が ない人 々一 に

対 す る、 うん ざ り、 さ らに は無 関心 を示

して いた。 そ の上 、新 聞 ・雑誌 記 事 も、

こ うした冷 淡 さ、連 帯 の拒否 、軽 視 への

傾 向を示 して い る。 人 々が読 む の は、分

析 ばか り、数 字 と統計 に あふ れ たテ キ ス

トで あ り、ル ポル ター ジ ュは ご くわ ずか
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で あ る。 人 々の苦 しみや 不幸 な生 活 は 、

ジ ャーナ リス トの記事 に私 た ちの隠語 で

い うところ の 「色 」 をつ け るの に役 立つ

のだ。 この 「色」 で膨 らませ 、誇 張す る

ので あ る。 人 々 の苦 しみ は、 時折 、 時折

で も 「闘 う一兵 卒 」 の大義 とな る。 しか

し、貧 困 にあ る人 々 自身 、そ の 肉体 、夢 、

人 生 の軌跡 、そ うしたすべ て は まっ た く

記 事 に はあ らわれ な い。 あ るの は、現 実

遊 離(霊 肉分離)へ の傾 向、 非人 問化 へ

の傾 向 として取 り上 げ る戦 略 だ けだ。 あ

たか もこれ らの人 々 が正確 には人 間 で は

なか った か の よ うに、 しか も問題 、不 快

な抽 象 化 、最悪 の場 合 、わず か の哀れ み 、

また は徳 の ある論説 委 員 に しかふ さわ し

くない 「疫 病神 」 で あ るかの よ うに。

私 が作 った一 覧表 は暗 い。 おそ ら くあ

ま りに も暗い。 そ れ は、私 が ジ ャーナ リ

ス トであ る こ とか ら来 て い る。 ご存 知 の

よ うに、 それ は フラ ンス で も 日本 で も事

実 だ か らだが 、 ジャー ナ リス トは脱 線 し

た列 車 に しか 関心 を もた ない。 定刻 に到

着 す る列 車 には興 味が ない の だ … 。

しか しな が ら、 フラ ンス に関 して 、 国家

に よる貧 困者 た ちへ の援 助 に言 及 しない

のは、不公 平 で あ る。と くに 、財 政支 援 、

住 宅支援 、保 健衛 生 へ の ア クセ ス支 援 な

どが あ る。これ らの 支援 は無 視 で きな い。

しか し、次 の こ とを指摘 してお か な けれ

ばな らな い。こ うした さま ざま な支援 は、

貧 困者 の 中で も最 も貧 困な 女 た ち、 た と

えば、 サ ン ・パ ピエ と呼ばれ る女た ちに

は届 か ない。 ほ とん どの場合 、 国 の援助

を要 求 して 、それ を受 け る こ とな ど彼 女

た ちに は想像 もっ かな いか らで あ る。

さらに、つ ぎの こ とを言 って おか な い

の は不公 平 だ ろ う。 一群 の1901年 法 に

基 づ く民 間団体 や基 金 基盤型 の団 体 な ど

で あ る。 これ らの 団体 は 、貧 困者や 不 安

定雇 用者 な どに生命 維 持 のた め の支 援 を

提 供 してい る。 とくに、思 い浮 か ぶ のは

キ リス ト教 や左 翼 の人 道 主義 的団体 一避

難 民 に対す る活 動 団体 間連携 委 員会 「シ

マ ド」(laCimade:Comit61nter

MouvementsAuprさsDesEvacu6s)、

「エマ ウス 」(EmmanUs:1949年 ピエ

ール 神 父 に よ り創 設 され たホー ム レスな

ど貧 窮者 の救済 ・支援 団 体)、 「ス クール ・

ポ ピュ レー ル」(leSecourspopulaire:

1945年 創 設 の貧 民救 済 団体)一 な どだ。

1993年 に グザ ビエ ・エ マ ニュエ リ医師 に

よ り創 設 され た緊急 医療 支援 サ ー ビス団

体 「サ ミュ ・ソシアル 」(leSamusocial:

Serviced'aidemedicaleurgente)も 忘

れ て はな らない。 この組 織 は、 民 間 メセ

ナ か ら資 金 を受 け、 い まや 、無 一文 にな

っ て しま った人 々の 救援 を行 う主要 団体

の一 っ とな って いて 、食 料 品、 毛布 、治

療 薬 な どを配 ってい る。 そ の独 自性 は、

彼 らが機 動班 を伴 い 、小 型 トラ ックで巡

回 しな が ら、貧 困者 の ところ に出 向い て

行 くこ とに あ り、そ の逆 で はな い。

貧 困者 や 不 安 定 雇 用 者 の 問 題 に っ い

て 、新 聞の 取 り扱 い方 に立 ち戻 る と、お

そ らく、扱 い方 が変れ ば、事 態 は変 化す

るだ ろ う。 そ う願 わ な けれ ばな らない。

ヨー ロ ッパ では 、映画 一 私 が思 うには 、

ア ニエ ス ・ヴァル ダ の フ ィル ム 「屋 根 も

法 もな く」、ブ ヌ ワ ッ ト・デル フ ィー ヌ と

ギ ュス ター ブ ・ケル ヴェール の フ ィル ム

「ルイ ー ズ ・ミシ ェル 」、それ か らケ ン ・

ロア ックや ダル デ ンヌ兄弟 の フ ィル ム も

忘 れ ては な らない だ ろ う一 映 画 は、新 聞

文 字や テ レビ映像 よ りも こ うした社 会 の
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現実 に、臆病 にな らず に、 よ り毅 然 と、

勇気 をふ るって 立 ち向 か ってい るよ うに

思 われ る。 フ ラ ンスで も 日本 で も、 メデ

ィアや ジ ャーナ リス トた ち、世論 の作 り

手 は、貧 困者 た ち 、 と くに女性 の貧 困者

た ち を闇 のなか に放 置す る こ とは決 して

しない と断言 しよ う。

(訳:中 嶋公 子)
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